



Investigation into the actual conditions of nursing schools regarding













Abstract: To think of multiple support for infant rearing by nurses was the purpose of this research while
investigating the actual conditions of nursing schools regarding classes pertaining to multiple pregnancy,
childbirth and childcare. I contacted 213 nursing vocational schools in Japan by mail, and analyzed 288
replies by teachers of maternal nursing and pediatric nursing. As a result, about 60 percent of the teachers
of maternal nursing taught about multiple pregnancy and delivery. They taught: “sterility”, “complications of
multiple pregnancies”, “low‑birth weight infants” and “multi‑fetal pregnancy reduction” in their classes. Also,
about 30 percent of the teachers of maternal nursing and about 20 percent of the teachers of pediatric nurs‑
ing taught about multiple childcare issues. Teachers of maternal nursing taught mainly the methodology of
childcare, for example, “measures for multiple childcare” and “the difference between childcare of single and
multiple childcare. Teachers of pediatric nursing taught about “problems concerning maternal and child
health,” for example, “abuse,” “child‑nursing neurosis and postpartum depression.” I found that a few teach‑
ers of maternal and pediatric nursing taught about multiple childcare issues.
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多胎育児と単胎育児の違い
多胎育児の工夫の仕方
虐待予防と対応等の母子保健上の課題
行政による出産後の支援
妊娠期から育児期までの継続した支援
母親の多胎児に対する愛着形成に関する問題
母親の育児不安や産後うつの問題
他職種・他施設との連携
％
図３　小児看護学担当教員の「多胎育児」に関する授
業内容（複数回答） ｎ＝19
授業内容は「多胎育児の工夫の仕方」が最も多く、
次いで「多胎育児と単胎育児の違い」であった。
育児の方法論的な側面の授業を行っている教員が
多いことが明らかになった。しかし、「産後うつ
の問題」、「愛着形成」、「虐待予防と対応等の母子
保健上の課題」といった多胎育児に関連する内容
を授業で行っている教員は少なかった。［多胎妊
娠・出産］に比べ、［多胎育児］に関する授業を
実施している教員が少ない現状から、近年の母子
保健上の課題を多胎児と関連する問題と捉えてい
る教員は少ないのではないかと考える。小児看護
学においては、授業内容は「虐待予防と対応等の
母子保健上の課題」が最も多く、次に「母親の育
児不安や産後うつの問題」であったことから、近
年の母子保健上の問題を多胎児と関連する課題と
して授業が行われていると思われる。しかし、
［多胎育児］に関する授業を行っていると回答し
た教員が約2割と少なかったことから、多胎育児
に関する授業が十分に行われているとは言い難い
状況と考える。この結果は、教員の保有する資格、
教育や臨床経験、教育施設の看護基礎教育のとら
え方また臨床実習施設の状況等が授業内容に影響
しているのではないかと考えられる。
看護基礎教育課程における多胎妊娠・出産・多
胎育児に関する授業の必要性については、「看護
基礎教育課程において授業は必要である」とする
意見がある一方で、「助産師養成課程や保健師養
成課程は必須、看護師養成課程は不要」、「看護師
養成課程では現状の時間数、カリキュラムでは看
護学生に教えることは難しい」とする意見があっ
た。これらのことから、看護専門学校の教員は、
現状では多胎妊娠・出産・多胎育児に関する授業
を看護師養成課程で行うことは難しいと考え、多
胎妊娠、多胎育児に関しては、助産師養成課程、
保健師養成課程の学習内容と考えていることが明
らかになった。
看護職は妊娠中から出産後の育児まで継続した
支援ができる重要な職種である。また、多胎児は
妊娠期から育児期まで、母子保健上の課題解決に
向けて介入が可能な対象である。横山20）が1998
年に「看護婦、助産婦、保健婦教育では、多胎児
に関する適切なプログラムが組み込まれていない
現状がある」と指摘してから10年以上経過してい
る。この間、生殖補助医療の発展により、さらに
多胎児は増加している。今後は各養成課程の教育
目的に違いはあるが、妊娠中から出産後の多胎育
児まで継続した支援ができるのは看護職だけであ
ることから、早急に多胎育児に関する教育内容に
ついて検討する必要性があると考える。
今回の調査結果とこれまでの調査21）から看護
基礎教育において、多胎育児に限定した授業の確
保は難しいと考える。そこで、筆者は多胎に関す
る周産期の特徴から小児看護学の低出生体重児の
看護に関する授業に多胎育児を含むことを提案し
たい。例えば、教育内容は母子分離や愛着形成の
問題、母子相互作用の促進、成長・発達課程の個
別性、日常生活における育児の特徴や工夫、助産
師・保健師と連携した継続支援の部分に多胎育児
と関連する内容を加え、授業を構築することが望
ましいと考える。今後は、このような授業の構築
に向けた取り組みを実践したいと考える。
Ⅵ．まとめ
看護専門学校における多胎妊娠・出産ならびに
多胎育児に関する授業の実態を把握する目的で調
査を行った結果、以下のことが明らかになった。
1．「多胎妊娠・出産」に関する授業は、母性看護
学を担当する教員の約6割が自身の授業で行って
いた。授業内容では「不妊症」や「妊娠の合併
症」、「低出生体重児」、「減数手術」といった今日
の周産期医療における多胎に関連する課題を含ん
でいた。
2．「多胎育児」に関する授業は、母性看護学を担
当する教員の約3割が自身の授業で行っており、
授業内容は「多胎育児の工夫の仕方」、「多胎育児
と単胎育児の違い」等の育児の方法論的な側面で
あった。小児看護学を担当する教員の約2割が自
身の授業で行っており、授業内容は「虐待」や
「産後うつ」といいた母子保健上の課題に関する
ものであった。
3．母性看護学、小児看護学の教員で［多胎育児］
に関する授業を行っていると回答した教員は少な
かったことから、多胎育児に関する授業が十分に
行われているとは言い難い状況であった。
4．看護専門学校の母性看護学、小児看護学を担
当する教員は、多胎妊娠、多胎育児に関しては、
助産師養成課程、保健師養成課程の学習内容と考
えていることが明らかになった。
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